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施 工 地／宮城県大崎市三本木鹿野沢地内　　竣工年月／2019年6月28日
敷地面積／67,879.37㎡　　延床面積／398.08㎡　　ホール数／6コース・54ホール　　駐 車 場／200台収容

大崎市新世紀公園三本木パークゴルフ場

CLTパネル工法を導入

単板積層材「LVL」の利用
　LVLとはLaminated｠Veneer｠Lumberの
略称で、単板（3mm程の薄板）の繊維方向を全
て【平行】にして積層・接着して造られる木材加
工製品になります。CLTパネルと同じく、収縮・
反り・割れ等の変化が起きない建材であり、防
腐、防虫などの薬剤処理が容易の為、安定した
品質が確保できます。長尺での利用も可能とな
り、柱や荷重がかかる水平梁や支持梁などへの
普及が期待されます。この度、本施設では張弦
梁構造を採用し大屋根を支える下弦材として使
用されております。

　CLTとはCross｠Laminated｠Timberの略称
で、ひき板（30mm程の板）を並べた層を、繊維方
向が直交するように積層接着した厚みのある大き
な板であり、建築や土木、家具などに使用されて
います。
　1995年頃からオーストリアを中心に発展し、
ヨーロッパ等で様々な建築物に利用されています
が、日本ではまだ新しい材料で現在、国をあげて
CLTの普及を推進しています。CLTは森林資源を
有効活用でき木材利用によるCO2の長期間固定
など環境面にも優れ、都市に森を創造する新しい
技術になります。
　大きなパネルを工場内で、接合部等を加工し現
場に搬入、建て方を行う事で、施工工期の大幅な
短縮が期待できます。断熱性や遮炎性、遮熱性、遮
音性、耐震性なども高く、RC造などと比べた場合
の軽量性も大きな魅力であり、今後の活用が期待
されます。本施設に活用された全てのCLTパネル
は、建設地から伐採されたスギ材を加工し使用さ
れております。CLTパネルを設置する様子

施設建設に活用されたCLTパネル

平面図⑫：CLTパネル工法を利用し開放的な空間づくりとした休憩・ロッカー室

平面図⑤：ホール（テーブル等も全て市産材を利用） 平面図⑧：CLTパネルを利用した手洗い

LVLを使用した張弦梁構造の下弦材

張弦梁を設置する様子

　宮城県仙台市から北に約35kmの距離にある大崎市は、奥羽山脈からの江合川と鳴瀬川の豊
かな流れによって形成される「世界農業遺産（GIAHS：ジアス）」に、東北で初の認定を受けた
広大で肥沃な農地「大崎耕土」を有し、開湯千有余年の鳴子温泉郷や四季折々の食材と美しい
自然景観に恵まれた緑豊かな市になります。2013年に策定された【大崎市森林ビジョン】を掲
げ、スギを始めとする豊富な人工林資源を背景に、市産材利用、地球温暖化対策推進、地域産業
活性化に取り組んでいます。
　この度、木造建築の未来を開く【CLTパネル工法】を利用したクラブハウスと、6コース・54
ホールのパークゴルフ場が誕生いたしました。
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